
北小学校区まちづくり協議会
○目指す未来の姿

「明るく きれいで 住んでよかったと思うまち」をテーマとして誰もが住んでよかったと思うようなまちを目指すまちづくり

令和6年９月２９日設立日

＜所在地＞長久手市段の上２９０１番地
北小校区共生ステーション

＜電話番号＞０５６１－５７－５６００（北小校区共生ステーション）
＜F A X＞０５６１－５７－５６００
＜E-mail＞kitamachi.kyogikai@gmail.com
<  H  P  >https://sites.google.com/view/kitamachikyo/

事務所・連絡先

約5,１００戸
（令和７年３月３１日）世帯数会長 高野晃二代表者

＜役員＞
会長、副会長、会計、書記、事務局長、監事２名、ほか役員８名

＜会議＞
総会、役員会、部会（福祉部会、ささえあい交流部会、子育て部会、みどり自然部会）、

委員会（ステーション運営委員会、広報委員会、プロジェクト推進委員会（防災））

組織

＜令和７年度予算＞
まちづくり協議会等事業交付金 ６８０千円
まちづくり協議会等運営交付金 ２,２００千円

計 ２,８８０千円

予算の概要



＜北まち協ホームページ> https://sites.google.com/view/kitamachikyo/

＜北まち協インスタグラム> https://www.instagram.com/kitamachi.kyogiai/

＜北まち協アプリ> https://minnano.cloud/kitamachikyo
情報発信

北小学校区まちづくり協議会は、愛知県長久手市の北小学校区において、地域の各
種団体や個人をつなぎ、「明るく きれいで 住んでよかったと思えるまち」を目指す
未来の姿に掲げて、令和6年9月29日に設立されました。

<基本方針>
①誰もが自分らしく安心して暮らせるまちを目指す（福祉部会）

高齢者の居場所づくり、交通弱者の移動支援の検討、地域の見守る仕組みづくり
及び福祉関連団体との交流連携の場づくり

②みんなでささえ合い、交流のあるまちを目指す（ささえあい交流部会）
だれも取り残されないまちづくり、ささえ合うことができるつながりづくり、みん
なが楽しめる事業支援及び助けを必要とする人への支援の仕組みづくり

③子どもたちが自分らしく幸せに成長できるまちを目指す（子育て部会）
子どもの居場所づくり、子どもが参加・主役のイベント支援、子どもたちを見守る
仕組みづくり及び子育て仲間との交流・連携の場づくり

④みどり、自然豊かなまちを目指す（みどり自然部会）
地域のみどりの保全、公園管理の仕組みづくりと利用促進、環境関連団体との連
携・活動支援

⑤主要プロジェクト
防災を軸にしたプロジェクト推進委員会を設置し、計画的に検討を進める。

活動の基本方針

<全体事業（北まち協フェア）>

令和６年１２月８日（日）午後２時から４時まで、北小校区共生ステーションにおいて
「北まち協フェア」を開催し、設立して間もない北まち協をＰＲするとともに、地域のつ
ながりづくりに努めました。

活動内容①



＜各部会の活動＞
① 福祉部会

・北小学校区内の福祉関連施設を訪問し、まち協の趣旨を説明し懇談を行いました。
・北まち協フェアで行った日常の外出に関するアンケート調査において、外出支援
を
求める声が多かった結果を踏まえ、市内の交通手段の現状分析を行いました。

② ささえあい交流部会
・市民から寄せられた善意の品物を収納し、北ステを利用する子どもたちを中心に、

自由に持って帰ることができる「ゼロ円ボックス」の周知及び拡充を行いました。
・北小学校区で活動する団体や企業の交流茶話会の開催や、高齢者や子どもたち、
保護者を巻き込んだ季節のイベント開催に向けた検討を行いました。

③ 子育て部会

・北小学校において、登下校の見守り活動をされている地域住民、北小学校の校
長・

教頭先生、ＰＴＡ役員、交通指導員の方々と交流会を実施し、子どもたちの安心安
全について意見交換を行いました。
・北児童館と協力し、「児童館まつり」のお昼休みに、子どもたちとおにぎりづくり体
験を実施しました。

④ みどり自然部会

・上川原公園愛護会の協力を得て、子どもたちと公園清掃及び樹名板の設置を行
い
ました。

＜委員会の活動＞
①ステーション運営委員会・②広報委員会
・北まち協のインスタグラムを開設し、イベント開催案内や方向などを写真付きで掲
載し広報しました。
・北ステの予約状況等を把握できる「北まち協アプリ」の運用準備を行いました。
③プロジェクト推進委員会（防災）
・地域防災に関する意見交換を行うために、専門家による地域防災の勉強会を開催

活動内容②


